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中学校の教科指導における 
「授業のユニバーサルデザイン・スタンダード」作成の試み†

柴田　匡美*・齋藤　大地**

日光市立大沢中学校*

宇都宮大学共同教育学部**

すべての子どもの学習参加を目指すユニバーサルデザインの視点に基づいた授業が、校種を問わずに求め
られている。そこで、B中学校1校を対象に、教科指導における授業のユニバーサルデザインのチェックリ
スト（以下、「授業のユニバーサルデザイン・スタンダード」）を作成することを試みた。B中学校の全ての
教科の授業参観及び生徒への授業のアンケートの結果を踏まえ、「授業のユニバーサルデザイン・スタンダー
ド」を作成した。今後は、「授業のユニバーサルデザイン・スタンダード」を校内で効果的に活用していく
ための手続きを検討するとともに、学びのユニバーサルデザインのより一層の推進が求められる。

キーワード：中学校、特別支援教育、授業のユニバーサルデザイン、学びのユニバーサルデザイン

1．問題と目的
特別支援教育が2007年に開始されてから十数年
が経過し、障害者権利条約の批准や障害者差別解消
法の施行、様々なガイドラインの整備、各自治体の
研修、学校現場での特別支援教育の実践等、あらゆ
る場で特別支援教育の推進が図られている。
「通常の学級に在籍する発達障害の可能性のある
特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調
査」（文部科学省，2012）によると、公立の小・中
学校の通常の学級に在籍する知的発達に遅れはない
ものの学習面または行動面で著しい困難を示す児童
生徒の割合は6.5％であり、1学級40人とすると発
達障害の可能性のある児童生徒は2、3人在籍する
こととなる。また、不登校や心理的な不安、外国籍
等の児童生徒が通常の学級に在籍している可能性が

あるため、通常の学級には多種多様な教育的ニーズ
のある子ども達がいるという前提で、教師は誰もが
わかりやすい授業をすることが求められている。
「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シ
ステム構築のための特別支援教育の推進（報告）」（文
部科学省，2012）においては、インクルーシブ教
育システムについての基本的な方向性として、障害
のある子どもと障害のない子どもが、できるだけ同
じ場で共に学ぶことを目指すべきであるとし、その
場合には、それぞれの子どもが、授業内容が分かり
学習活動に参加している実感・達成感を持ちながら、
充実した時間を過ごすことが最も本質的な視点であ
るとしている。つまり、通常の学級で障害のある子
どもがただ座っていられるようにすることが目的で
はなく、通常の学級でいかに学びの保障を行ってい
くかが大切であり、学級集団の中であっても子ども
の特性に沿った学びの保障が行われるべきなのであ
る（山田，2017）。子ども達が、授業で「わかった」
「できた」という達成感を味わうことは、学ぶ楽し
さを知り、学ぼうとする意欲に繋がる。したがって、
年齢や性別、身体状況、国籍、言語、知識、経験の
違い、障害の有無に関わらず、通常の学級の場です
べての子どもが学習参加をめざすユニバーサルデザ
インの視点に基づいた授業が必須となるのである。
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花熊（2018）は、通常の学級における特別支援
教育が始まった当初、発達障害をはじめ特別な教育
ニーズがある個々の児童生徒への配慮・支援のみが
求められていたが、これらの子ども達に対して効果
的な教育支援を行うためには、配慮・支援の実践の
場である通常の学級がよい状態であり、「個のニー
ズに応じた配慮・支援」と「個に応じた配慮・支援
を可能にする学級・授業づくり」の2本の柱が必要
となることから、ユニバーサルデザインの学級・授
業づくりが求められるようになったと述べている。
山元（2016）によると、ユニバーサルデザインの
方法や教育実践に関する研究論文は2012年以降急
激に増え、2014年は46.8%がユニバーサルデザイ
ンの授業の実践報告であり、そのうちの57.0%が
小学校、29.0%が中学校、14.0%が高等学校の報
告で、半数以上を小学校が占めた。中学校では、教
科担任制であることや生徒指導面の課題、部活動な
ど小学校とは異なる状況から、ユニバーサルデザイ
ンの学級・授業づくりの取り組みが遅れていたが、
ここ数年、学校全体もしくは地域全体で取り組もう
とする動きが高まっている（花熊・米田，2016）。
例えば、加藤（2021）は、自身が学校長として
中学校の特別支援学級開設に伴う「ユニバーサルデ
ザインの学校づくり」に取り組み、「発達障害をも
つ生徒にとっても参加しやすい学校は、すべての生
徒にとっても参加しやすい学校である」との全職員
の共通認識の下に全校的な実践を行った。加藤
（2021）は、「ユニバーサルデザインの学校づくり」
を推進するにあたり、教室環境の整備、人的環境の
整備、ユニバーサルデザイン化された授業の3点に
大別される10項目から構成される「スタンダード」
を策定することによって全校体制の整備を図った。
その結果、授業のユニバーサルデザイン化には課題
は残ったものの、教師の共通理解が進み全校的に「ユ
ニバーサルデザインの学校づくり」が進んだ。また、
逗子市教育委員会（2015）は、特別支援教育を進
めるためには誰もがわかりやすい授業、誰もが居場
所のある学級をつくることが必要であるという考え
から、それらを具体的に実現していく1つのツール
として、ユニバーサルデザインの視点をふまえた『授
業についての自己チェックリスト解説～だれにで
も、わかりやすい授業をめざして～』という小冊子
を作成し、学校生活の大部分を占める授業を楽しく
わかりやすいものにしようとする試みを行った。

このように、ユニバーサルデザインの授業づくり
は、一部の教師や学級だけが取り組めば良いもので
はなく、学校全体として取り組んでこそより効果が
発揮されると考える。さらに、学校全体としてユニ
バーサルデザインを推進していく際には、教師が実
践の拠り所とすることができるようなスタンダード
やチェックリストといったものが必要になる。
そこで本研究では、授業のユニバーサルデザイン
に焦点を主にあて、中学校を対象に教科指導におけ
る「授業のユニバーサルデザイン・スタンダード」
を作成することを目的とした。

2．方法
（1）対象
A市の公立B中学校1校を対象とした。B中学校は、
1年生〜 3年生まで各学年4学級ずつ、知的障害学
級1学級、自閉症・情緒障害学級1学級の合計14
学級を有する。
（2）手続き
まずは、東京都日野市小中学校・教育委員会「通
常学級での特別支援教育のスタンダード」、日光市
南原小学校「授業におけるユニバーサルデザイン」、
鹿児島県総合教育センター特別支援教育研修課「授
業におけるユニバーサルデザインチェックリスト」
を参考に「授業のユニバーサルデザイン・スタンダー
ド」を作成した。
次に、「授業のユニバーサルデザイン・スタンダー
ド」の有用性の検証を実施するために、B中学校の
全ての学級の教科指導の観察を実施した。観察した
授業は、国語科3時間、社会科3時間、数学科3時間、
理科3時間、英語科3時間、音楽科1時間、美術科
2時間、技術・家庭科3時間、体育科2時間、道徳
科1時間の合計24時間であった。また、観察した
授業の指導にあたった教師は22名であった。観察
後には、「授業のユニバーサルデザイン・スタンダー
ド」の加筆修正を行った。
また、「授業のユニバーサルデザイン・スタンダー
ド」に記載された項目が、生徒にとって真に効果的
なものなのかどうかを検証するため、全ての学年の
1〜 2学級に対しアンケートを実施した。アンケー
トの具体的な質問項目は、①「好きな教科を教えて
ください。」②「その理由を教えてください。」③「あ
なたがわかる・楽しいと思う授業はどんな授業です
か。」の3点であった。
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3．結果と考察
（1）授業のユニバーサルデザイン・スタンダード
授業観察の後に加筆修正を行い、最終的に「授業
のユニバーサルデザイン・スタンダード」は表1の
20項目となった。表1には、観察した10の教科（技
術・家庭科は分野ごとに示した）が満たした項目に
◯を付けて示した。10の教科のうち、7割以上の
教科で実施されていた項目は、1、3、9、10、12、
13、14、15、20であった。

項目1[授業への意欲や関心が高められるような
導入の工夫]は、すべての教科で実施されていた。
生徒が前時の授業内容を振り返り、本時で意欲的に
取り組めるような工夫が行われており、例えば、
ICTを利用した導入を行う教科も見られた。これは、
A市が今年度から生徒に一人一台のタブレットを貸
与していることの影響が大きいと考えられる。
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表1　授業のユニバーサル・スタンダードの20項目と各教科の達成状況
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項目１[授業への意欲や関心が高められるような

導入の工夫]は、すべての教科で実施されていた。生

徒が前時の授業内容を振り返り、本時で意欲的に取

り組めるような工夫が行われており、例えば、ICT
を利用した導入を行う教科も見られた。これは、A
市が今年度から生徒に一人一台のタブレットを貸与

していることの影響が大きいと考えられる。 

図１ めあての視覚的な提示(家庭科) 

項目３[本時のめあてを視覚的に提示し、何を学ぶ

のかを明確にしている]は、道徳科を除く全ての教科

で行われていた。この授業では何を学ぶのかを示す

本時のめあてを、板書や TV に映して明示していた

(図１)。これは、授業における教師の「ねらい」を

生徒の立場で示すもので、すべての生徒が「この授

業で何を身につけたらよいのか」を理解し、活動の

ゴールの姿を示すためにも必要不可欠なものである。

認知能力に偏りのある生徒には、ねらいが視覚化さ

れることによって、「消えていかない」「常に確認

ができる」ものとなり、支援につながるとともにそ

れ以外の生徒にとっても大切な情報の複合的な提示

となるため、学習の効果は高められるといえる。ま

た、項目 10[ 視覚的情報と聴覚的情報の両方を使っ

て伝えている]のように、2 つの方法で示すことも、

「何を学ぶのか」をいつでも確認することができ、

中学校の速い学習進度についていけないときでも、

視覚的情報として掲示されていれば安心する生徒も

多いだろう。視覚を優位とする生徒もいれば、聴覚

を優位とする生徒もいるため、双方の伝える手段を

とることは誰にとっても分かりやすい工夫になる。 

項目９[抽象的な言葉を少なくする]ことは、具体

的でわかりやすい指示を出し、生徒がイメージしや

すい状況を作ることを意図する。教師は発問を絞り、

具体的な指示を出し、常にわかりやすさを心がけて

指導をしていた。 

項目 12[机間指導を行う]ことは、教師が生徒のよ

い考えを見つけ出す機会になる。さらに、生徒にと

っては「わからない」を教師に伝えられる機会とな

り、教師が項目 13[配慮が必要な生徒に対する指

導・支援を行う]ことにもつながる。質問をしたくて

もみんなの前ではできなかったり、不安を伝えられ

なかったりする生徒も少なくない。「わからない」

をそのままにさせないために、授業中でも個別に関

わることができる場面は、少しの支援で生徒が自分

で解決していこうとする意欲の手助けになる。机間

指導で生徒に寄り添うことは、教師が生徒のつぶや

きやよい意見を見つけ出すこと、生徒のつまずきを

把握して支援や指導に生かすことへの大切な行動と

なり得る。 

 

 

 

図２ デジタル教科書の利用 (数学) 

項目 14 [板書の配慮]や、項目 15 [視覚的な情報

(図、写真、絵、ICT等)を提示する]のような工夫を

することは、生徒の注目度や集中度が上がるといえ

る。３年生の理科の授業「地球と宇宙」では、太陽

系の映像を各自のタブレットで見せていた。画像や

映像を通して実物を見ることは、そのものの面白さ

を知ることができ、学習意欲の向上につながるであ

ろう。数学科の図形の授業では、デジタル教材を利

用し、繰り返し図の移動を見せていた(図２)。言葉

や平面図だけではイメージがつかみにくい生徒にと

っては、図形を立体的に見ることができるため、空

間認知がしやすくなる。授業後の教師に対する聞き

取りから、ICT の利用は生徒の集中力や学習意欲の

向上にもつながっていることは明らかである。 

項目 20[授業の振り返りの時間をとる]について

もほとんどの教科で行われており、単元の継続した

振り返りと、生徒が次の授業を予想する準備の時間

ともなっていた。 

図1　めあての視覚的な提示（技術・家庭科）

項目3[本時のめあてを視覚的に提示し、何を学
ぶのかを明確にしている]は、道徳科を除く全ての
教科で行われていた。技術・家庭科では、この授業
では何を学ぶのかを示す本時のめあてを、TVに映
して明示していた（図1）。これは、授業における
教師のねらいを生徒の立場で示すもので、すべての
生徒が「この授業で何を身につけたらよいのか」を
理解し、活動のゴールの姿を示すためにも必要不可
欠なものである。認知能力に偏りのある生徒には、
ねらいが視覚化されることによって、消えていかず
に常に確認ができるものとなり、支援につながる。
また、それ以外の生徒にとっても大切な情報の複合
的な提示となるため、学習の効果は高められるとい
える。項目10[視覚的情報と聴覚的情報の両方を使っ
て伝えている]のように、2つの方法で示すことも、
「何を学ぶのか」をいつでも確認することができ、
中学校の速い学習進度についていけないときでも、
視覚的情報として掲示されていれば安心する生徒も
多いだろう。視覚を優位とする生徒もいれば、聴覚
を優位とする生徒もいるため、複数の伝える手段を
とることは誰にとっても分かりやすい工夫になる。
項目9[抽象的な言葉を少なくする]ことは、具体
的でわかりやすい指示を出し、生徒がイメージしや
すい状況を作ることを意図する。教師は発問を絞り、
具体的な指示を出し、常にわかりやすさを心がけて
指導をしていた。
項目12[机間指導を行う]ことは、教師が生徒の
よい考えを見つけ出す機会になる。さらに、生徒に
とっては「わからない」を教師に伝えられる機会と
なり、教師が項目13[配慮が必要な生徒に対する指
導・支援を行う]ことにもつながる。中学校では質

問をしたくてもみんなの前ではできなかったり、不
安を伝えられなかったりする生徒も少なくない。「わ
からない」をそのままにさせないために、授業中で
も個別に関わることができる場面は、少しの支援で
生徒が自分で解決していこうとする意欲の手助けに
なる。以上より、机間指導で生徒に寄り添うことは、
教師が生徒のつぶやきやよい意見を見つけ出すこ
と、生徒のつまずきを把握して支援や指導に生かす
ことへの大切な行動となり得る。
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項目１[授業への意欲や関心が高められるような

導入の工夫]は、すべての教科で実施されていた。生

徒が前時の授業内容を振り返り、本時で意欲的に取

り組めるような工夫が行われており、例えば、ICT
を利用した導入を行う教科も見られた。これは、A
市が今年度から生徒に一人一台のタブレットを貸与

していることの影響が大きいと考えられる。 

図１ めあての視覚的な提示(家庭科) 

項目３[本時のめあてを視覚的に提示し、何を学ぶ

のかを明確にしている]は、道徳科を除く全ての教科

で行われていた。この授業では何を学ぶのかを示す

本時のめあてを、板書や TV に映して明示していた

(図１)。これは、授業における教師の「ねらい」を

生徒の立場で示すもので、すべての生徒が「この授

業で何を身につけたらよいのか」を理解し、活動の

ゴールの姿を示すためにも必要不可欠なものである。

認知能力に偏りのある生徒には、ねらいが視覚化さ

れることによって、「消えていかない」「常に確認

ができる」ものとなり、支援につながるとともにそ

れ以外の生徒にとっても大切な情報の複合的な提示

となるため、学習の効果は高められるといえる。ま

た、項目 10[ 視覚的情報と聴覚的情報の両方を使っ

て伝えている]のように、2 つの方法で示すことも、

「何を学ぶのか」をいつでも確認することができ、

中学校の速い学習進度についていけないときでも、

視覚的情報として掲示されていれば安心する生徒も

多いだろう。視覚を優位とする生徒もいれば、聴覚

を優位とする生徒もいるため、双方の伝える手段を

とることは誰にとっても分かりやすい工夫になる。 

項目９[抽象的な言葉を少なくする]ことは、具体

的でわかりやすい指示を出し、生徒がイメージしや

すい状況を作ることを意図する。教師は発問を絞り、

具体的な指示を出し、常にわかりやすさを心がけて

指導をしていた。 

項目 12[机間指導を行う]ことは、教師が生徒のよ

い考えを見つけ出す機会になる。さらに、生徒にと

っては「わからない」を教師に伝えられる機会とな

り、教師が項目 13[配慮が必要な生徒に対する指

導・支援を行う]ことにもつながる。質問をしたくて

もみんなの前ではできなかったり、不安を伝えられ

なかったりする生徒も少なくない。「わからない」

をそのままにさせないために、授業中でも個別に関

わることができる場面は、少しの支援で生徒が自分

で解決していこうとする意欲の手助けになる。机間

指導で生徒に寄り添うことは、教師が生徒のつぶや

きやよい意見を見つけ出すこと、生徒のつまずきを

把握して支援や指導に生かすことへの大切な行動と

なり得る。 

 

 

 

図２ デジタル教科書の利用 (数学) 

項目 14 [板書の配慮]や、項目 15 [視覚的な情報

(図、写真、絵、ICT等)を提示する]のような工夫を

することは、生徒の注目度や集中度が上がるといえ

る。３年生の理科の授業「地球と宇宙」では、太陽

系の映像を各自のタブレットで見せていた。画像や

映像を通して実物を見ることは、そのものの面白さ

を知ることができ、学習意欲の向上につながるであ

ろう。数学科の図形の授業では、デジタル教材を利

用し、繰り返し図の移動を見せていた(図２)。言葉

や平面図だけではイメージがつかみにくい生徒にと

っては、図形を立体的に見ることができるため、空

間認知がしやすくなる。授業後の教師に対する聞き

取りから、ICT の利用は生徒の集中力や学習意欲の

向上にもつながっていることは明らかである。 

項目 20[授業の振り返りの時間をとる]について

もほとんどの教科で行われており、単元の継続した

振り返りと、生徒が次の授業を予想する準備の時間

ともなっていた。 

図2　デジタル教科書の利用 （数学科）

項目14 [板書の配慮]や、項目15 [視覚的な情報
（図、写真、絵、ICT等）を提示する]のような工
夫をすることは、生徒の注目度や集中度の向上につ
ながるといえる。3年生の理科の授業「地球と宇宙」
では、太陽系の映像を各自のタブレットで見せてい
た。画像や映像を通して実物を見ることは、そのも
のの面白さを知ることができ、学習意欲の向上につ
ながるであろう。数学科の図形の授業では、デジタ
ル教材を利用し、繰り返し図の移動を見せていた（図
2）。言葉や平面図だけではイメージがつかみにく
い生徒にとっては、図形を立体的に見ることができ
るため、空間認知がしやすくなる。授業後の教師に
対する聞き取りからも、ICTの効果的な活用は生徒
の集中力や学習意欲の向上にもつながることは明ら
かである。
項目20[授業の振り返りの時間をとる]について
もほとんどの教科で行われており、単元の継続した
振り返りと、生徒が次の授業を予想する準備の時間
ともなっていた。
一方で、多くの教科で実践されていなかった項目
は、2、4、7、8、18、19であった。以下では、4、
8、19について詳細を述べる。
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項目4[（単元のはじめの時間）単元の計画を掲
示し、単元の流れの見通しをもたせている]の項目
に関して、授業のはじめに1時間の流れや単元のは
じめの時間に単元計画を示した教科は半分ほどで
あった。単元計画の作成は、教師がねらいや意図を
もって行うものである。学習する内容やどんな力を
つけさせたいかを明確に示すことができれば、生徒
は長期的な授業の見通しをもつことができ、先が見
えない不安な状況を軽減させられる。そうすると生
徒は、話を吸収しようとする心構えや授業に対して
の余裕も出てくるだろう。また、時間を構造化して
示すことはどの生徒にとってもわかりやすく、有効
な方法となる。
項目8[学習する課題の見本やヒントを掲示する]
の項目を実施している教科は国語科、理科、英語科、
美術科の4教科と少なかった。例えば、理科の授業
での実験のまとめにおいては、黒板に考え方のヒン
トが明示され、それを見て学習を進める生徒がいた。
ヒントがなくてもまとめられる生徒ももちろんいる
が、ヒントを参考にしながらまとめる生徒もおり、
2つの選択肢が準備されていた結果、多くの生徒が
自分で考えて答えを導き出すことができていた。
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一方で、多くの教科で実践されていなかった項目

は、４、８、19であった。 

 項目４[(単元のはじめの時間)単元の計画を掲示

し、単元の流れの見通しをもたせている]の項目に関

して、授業のはじめに１時間の流れや単元のはじめ

の時間に単元計画を示した教科は半分ほどであった。

単元計画の作成は、教師がねらいや意図をもって行

うものである。学習する内容やどんな力をつけさせ

たいかを明確に示すことができれば、生徒は長期的

な授業の見通しをもつことができ、先が見えない不

安な状況を軽減させられる。そうすると生徒は、話

を吸収しようとする心構えや授業に対しての余裕も

出てくるだろう。また、時間を構造化して示すこと

はどの生徒にとってもわかりやすく、有効な方法と

なる。 

項目８[学習する課題の見本やヒントを掲示する]

の項目を実施している教科は国語科、理科、英語科、

美術科の４教科と少なかった。例えば、理科の授業

での実験のまとめにおいては、黒板に考え方のヒン

トが明示され、それを見て学習を進める生徒がいた。

ヒントがなくてもまとめられる生徒ももちろんいる

が、ヒントを参考にしながらまとめる生徒もおり、

２つの選択肢が準備されていた結果、多くの生徒が

自分で考えて答えを導き出すことができていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 次の課題の提示（美術科） 

項目 19 [理解が早い生徒に次の課題を準備する]

は、さらに少なく数学と美術の２教科だけで行われ

ていた。通常、教師は遅れがちな生徒への配慮ばか

りになりがちだが、進度の速い生徒への配慮も必要

不可欠である。例えば、数学科での数種類の計算問

題等の準備は、難易度別の用意や教えることが広範

囲になるというように教師の負担は増えてしまうか

もしれないが、一度教材の準備ができてしまえば繰

り返し使え、さらに解答まで用意しておけば生徒そ

れぞれのペースで学習を進めることも可能になる。

また、数学科や英語科で既に行われていたタブレッ

トの計算アプリや英単語アプリ、英検アプリ教材の

利用は、次の課題の１つになるといえる。 

 

（２）生徒アンケート 

生徒へのアンケートは、１年生 55名、２年生 24
名、３年生 28 名、合計 107 名から回答を得た。こ

こでは、質問③「あなたがわかる・楽しいと思う授

業はどんな授業ですか。」の自由記述による回答の

結果のみ示す。自由記述は、８のカテゴリに分類す

ることができた（表２）。 

生徒がわかる・楽しいと考える授業は、１[対話的

な学び]が 107件中 49件とほぼ半数を占めた。次い

で、２[自分で考える、他者と学び合う]が 13件、３

[考える時間]が 10件、４[具体的な活動]が９件、５

[学習することがわかる]が６件、６[寄り添う]が５

件、７[教師の知識]が５件、８[ICT を利用する]が

４件、９[その他]が６件という結果であった。 

約半数の生徒が、授業中に１[対話的な学び]の時

間があることを望んでいることがわかった。具体的

な生徒の意見から、生徒は教師に教えてもらうばか

りでなく、生徒同士が意見交換をしながらその中で

解法を探していったり、自分の考えを伝えたり、友

達の考えを聞いたりしながら、自分の気づけなかっ

たことに新たに気づくことができることを求めてい

るということが明らかとなった。こうした時間は考

えを深め合うことに繋がり、いわゆる深い学びが生

まれるのであろう。表１より、多くの教科で教師が

グループやペアで学習する時間を取り入れていたが、

それは中学生になると授業中に手を挙げてみんなの

前で自分の意見を発表する生徒がほとんどいなくな

るためである。ペアやグループでの小集団において

は、発言しやすく、友達にも気軽に教えることもで

きる。したがって、グループ・ペア学習の時間の設

定は、意欲的で主体的な学習につながると考える。 

２[自分で考える、他者と学び合う]は、１[対話的

な学び]の中の、友達と意見交換をする、協力すると

いう部分が共通している。しかし、２[自分で考える、

他者と学び合う]は１[対話的な学び]をさらに深い

学びへと導くものであるといえる。それは、１[対話

的な学び]を行った上で、生徒はそこから自分自身で

考えを深め、自分の結論を出していくといった一歩

深い学びをしていくことになるからである。 

図3　次の課題の提示（美術科）

項目19 [理解が早い生徒に次の課題を準備する]
は、さらに少なく数学科と美術科（図3）の2教科
だけで行われていた。通常、教師は遅れがちな生徒
への配慮ばかりになりがちだが、進度の速い生徒へ
の配慮も必要不可欠である。例えば、数学科での数
種類の計算問題等の準備は、難易度別の用意や教え
ることが広範囲になるというように教師の負担は増
える場合もあるが、一度教材の準備ができてしまえ
ば繰り返し使える。さらに解答まで用意しておけば

生徒それぞれのペースで学習を進めることも可能に
なる。また、数学科や英語科で既に行われていたタ
ブレットの計算アプリや英単語アプリ、英検アプリ
教材の利用は、理解の早い生徒に対する次の課題の
1つになるといえる。

（2）生徒アンケート
生徒へのアンケートは、1年生55名、2年生24名、
3年生28名、合計107名から回答を得た。ここでは、
質問③「あなたがわかる・楽しいと思う授業はどん
な授業ですか。」の自由記述による回答の結果のみ
示す。自由記述は、8のカテゴリに分類することが
できた（表2）。
生徒が「わかる・楽しい」と思う授業は、1[対
話的な学び]が107件中49件とほぼ半数を占めた。
次いで、2[自分で考える、他者と学び合う]が13件、
3[考える時間]が10件、4[具体的な活動]が9件、
5[学習することがわかる]が6件、6[寄り添う]が5
件、7[教師の知識]が5件、8[ICTを利用する]が4
件、9[その他]が6件という結果であった。
約半数の生徒が、授業中に1[対話的な学び]の時
間があることを望んでいることがわかった。具体的
な生徒の意見から、生徒は教師に教えてもらうばか
りでなく、生徒同士が意見交換をしながらその中で
解法を探していったり、自分の考えを伝えたり、友
達の考えを聞いたりしながら、自分の気づけなかっ
たことに新たに気づくことができることを求めてい
るということが明らかとなった。こうした時間は考
えを深め合うことに繋がり、いわゆる深い学びが生
まれるのであろう。表1より、多くの教科で教師が
グループやペアで学習する時間を取り入れていたが、
それは中学生になると授業中に手を挙げてみんなの
前で自分の意見を発表する生徒がほとんどいなくな
るためである。ペアやグループでの小集団において
は、発言しやすく、友達にも気軽に教えることもで
きる。したがって、グループ・ペア学習の時間の設
定は、意欲的で主体的な学習につながると考える。
2[自分で考える、他者と学び合う]は、1[対話的
な学び]の中の、友達と意見交換をする、協力する
という部分が共通している。しかし、2[自分で考える、
他者と学び合う]は1[対話的な学び]をさらに深い学
びへと導くものであるといえる。それは、1[対話的
な学び]を行った上で、生徒はそこから自分自身で
考えを深め、自分の結論を出していくといった一歩



－76－

深い学びをしていくことになるからである。2[自分
で考える、他者と学び合う]は、友達と一緒に勉強
できて楽しいで終わることなく、知識を出し合って
考えたり、情報を精査したり、解決策を考えたりし
て、出し合った思いや考えを基に創造していくよう
な学びまで行うことができるだろう。これは、3[考
える時間]とも関連する。「自分で考える時間があ
る」、「一人で集中して考える」という生徒の記述に
あるように、じっくりと集中して個人の中で考える
時間も生徒には必要であることがわかる。
また、「一人で集中して考える時間と友達と一緒
に考える時間があり、最後に先生の解説が聞けると
わかると思える」という生徒の記述のように、考え

させる時間を与えるだけではなく、生徒は教師が正
しい解法を教えていくことも望んでもいる。そのた
めに、教師は専門的な知識を常に持ち続けるための
教材研究をし続けなければならない。また、このこ
とは生徒に6[寄り添う]ことにも関連する。「わか
らないところがあったら、わかるまで教えてくれる」
や「基本を教えてもらった上で、そこから深く考え
ることができる」ことを生徒は望んでいる。教師は
生徒と丁寧に向き合う姿勢を忘れてはならないし、
7[教師の知識]にもあるように、学校生活に留まら
ない幅広い知識を持つことが必要であると考える。
4[具体的な活動]からは、生徒が座って聞くだけ
の講義形式の授業のみにならないようにすることに

表2　「わかる・楽しい」と思う授業に関する自由記述（生徒アンケート）
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表２ 「わかる・楽しい」と思う授業に関する自由記述（生徒アンケート） 

 

友達と一緒に勉強できて楽しいで終わることなく、

知識を出し合って考えたり、情報を精査したり、解

決策を考えたりして、出し合った思いや考えを基に

創造していくような学びまで行うことができるだろ

う。これは、３[考える時間]とも関連する。「自分

で考える時間がある」、「一人で集中して考える」

という生徒の記述にあるように、じっくりと集中し

て考える時間も生徒には必要であることがわかる。   

また、「一人で集中して考える時間と友達と一緒

に考える時間があり、最後に先生の解説が聞けると

わかると思える」という生徒の記述のように、考え

させる時間を与えるだけではなく、生徒は教師が正

しい解法を教えていくことを望んでもいる。そのた

めに、教師は専門的な知識を常に持ち続けるための

教材研究をし続けなければならない。また、このこ

とは生徒に６[寄り添う]ことにも関連する。「わか

らないところがあったら、わかるまで教えてくれる」

や「基本を教えてもらった上で、そこから深く考え

ることができる」ことを生徒は望んでいる。教師は

生徒と丁寧に向き合う姿勢を忘れてはならないし、

教科の専門性も高めていこうという意識や、７[教師

の知識]にもあるように、学校生活に留まらない幅広

い知識を持つことが必要であると考える。 

４[具体的な活動]からは、生徒が座って聞くだけ

の講義形式の授業のみにならないようにすることも

配慮する必要があるといえる。教科や単元の特性で、

どうしても教えることに集中するような講義形式の

授業もありうる。しかし、実験を取り入れたり、周

カテゴリ 件数

１.対話的な学び 4 9

２.自分で考える、他者と学び合う 1 3

３.考える時間 1 0

４.具体的な活動 9

５.学習することがわかる 6

６.寄り添う 5

７.教員の知識 5

８.ICTの利用 4

　その他 6

・友達の協力を得て、自分たちで結論を出す学び合いが

    できる

・グループで意見交換をして、自分の気づけなかったこ

    とに気づく

・教科書に載っていない豆知識などを教えてくれる

・これから学習することがわかる

・タブレットやTV、インターネットを使う

・先生や自分たちの体験例を話してくれる

・今日のめあてと振り返りがある

・先生が話している時間よりも、自分で考える時間がある

・一人で集中して考える時間と友達と一緒に考える時間が

    あり、最後に先生の解説が聞けると「わかる」と思える

・みんなとで話し合って、一つの考えを見つけられる

・ワークシートを使う

・わかりやすい

・無駄な話をしない

・基本を教えてもらった上で、そこから深く考えること

    ができる

・わからないところがあったら、わかるまで教えてくれる

・協力して目標を成し遂げることができる

・みんなとやるとわかる、楽しい

・周りの友達と相談し合って、理解ができる

・実験などで活発に動ける

・ある程度動きがある

・解き方や意見を交換することができて、自分の考えを

    深めることができる

記述

・友達と話し合って、解き方を考えられる

・友達同士でわからないところを教え合う

・話し合ったり、発言したりできる

・いろいろな人とコミュニケｰションが取れる

・ペアやグループで意見を出し合ったり、意見を比べた

    り、意見を共有したりできる
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も配慮する必要があるといえる。教科や単元の特性
で、どうしても教えることに集中するような講義形
式の授業もありうる。しかし、実験を取り入れたり、
周りの友達と確認し合う時間を取ったり、8[ICTの
利用]をしたりすることで、同じ内容でも生徒が見
たり、聞いたり、作業をしたりと飽きずに集中して
取り組める工夫をしていくことは、生徒にとって必
要なことである。
5[学習することがわかる]は、授業の導入におけ
るめあての掲示と関連があり、授業をする上で基本
的なことである。生徒は、この授業で何を学習する
のかを理解して学習に向かうことができれば、迷う
ことなく学びに向かうことができる。教師のねらい
となる「本時のめあて」と授業の終わりに勉強した
ことは何だったかが確認できる「振り返り」は、ほ
ぼ全員の教師が意識して取り組んでいたことであ
る。したがって、すでに多くの教師が授業で取り組
んでいたことではあるが、改めて生徒たちが学びの
成果を実感し、問題意識を次につなげていけるよう
な場の設定は欠かすことができないということが明
らかとなった。

4．総合考察と今後の課題
本研究は、授業のユニバーサルデザインの視点を
追究し、全ての生徒が主体的に学び、主体的に授業
に参加することを可能にするための、教科指導にお
ける「授業のユニバーサルデザイン・スタンダード」
を作成することを目的として行った。
表1より、B中学校の多くの教科の指導には、す
でにユニバーサルデザインの視点が多分に含まれて
いることを、授業参観等を通して知ることができた。
これはB中学校の校長が特別支援教育の理解を学校
課題の1つとして挙げ、全教師が普段から特別支援
教育について意識しているからであると考えられ
た。教師がユニバーサルデザインを意識した指導を
実施することにより、全ての生徒たちの授業に向か
う姿が良好なものとなることを目の当たりにするこ
とができた。
多くの授業で取り組まれていた授業のユニバーサ
ルデザインの視点は次のようなものである。授業の
導入で、教師がめあてや学習の流れを視覚的にも聴
覚的にも提示することで、どの生徒も「学習の目的」
を把握し、先を見通して授業に臨むことができてい
た。また、タブレットの利用やパターン化した展開

により、生徒は安心感と向上心をもって取り組んで
いた。授業の展開では、特にグループ学習やペア学
習のような協働的な学びを取り入れることが、多く
の生徒の主体的な学びにつながっていた。授業のま
とめでは、1枚の振り返りシートで、導入での「学
習の目的」を振り返り、「何を学んだのか」が確認
できて、誰もが学びの蓄積をしていた。このように、
B中学校で実際に行われていたユニバーサルデザイ
ンの考えを活用した授業は、同じ教室で、配慮を必
要とする生徒はもちろん、そうでない生徒たちにも
有効な学びに繋がり、生徒の多様なニーズに応える
ことができる有効な手段となり得ることが明らかと
なった。
A市は特別支援教育のさらなる推進のため「A市
の特別支援教育が目指す姿」を提示し、「ユニバー
サルデザインを意識した学級経営・授業づくり」、「イ
ンクルーシブ教育システムの理念の構築」、「共生社
会」の3つをキーワードに挙げている。私たち教師
は、学校において最も多くの時間を占める授業を、
わかるように・できるように・楽しめるように日々
試行錯誤をしなければならない。その際に、本研究
で作成した「授業のユニバーサルデザイン・スタン
ダード」の20項目は重要な視点となるのではない
だろうか。
しかしながら、作成した「授業のユニバーサルデ
ザイン・スタンダード」が有効に活用されるために
は、いくつかの留意点がある。その1つは「授業の
ユニバーサルデザイン・スタンダード」を形骸化さ
せないことである。例えば、表1の項目2、3、4と
関連する学習の見通しに関しては、単に授業の進行
スケジュールがわかるということだけではなく、生
徒たちが「その授業で何を目指すのか」、つまり、
授業の振り返りの時点で、理解や満足感、充足感が
保障されているかどうかを大切にしなければならな
い。このように、教師は「授業のユニバーサルデザ
イン・スタンダード」の各項目そのものだけではな
く、意義（生徒にとってどのような効果や利点があ
るのか）を深く理解する必要がある。
もう1つは、学校全体の取り組みとしていくこと
である。まずは、学校全体としてユニバーサルデザ
インを推進していくために、学校長の協力が不可欠
である。その上で、共通理解を図るために「授業の
ユニバーサルデザイン・スタンダード」を用い、活
用の場を適切に設定する必要がある。例えば、全教



－78－

師が「授業のユニバーサルデザイン・スタンダード」
の20項目を用いて、学期の初めと終わりに自分自
身の授業を振り返ることも重要であろう。さらに、
校内で定期的に授業研究会を行い、お互いの授業を
見合ったりするなど、ユニバーサルデザインの視点
を取り入れたよりよい授業を絶えず目指していくこ
とも有効であろう。
表1より、ほとんどの授業で取り組まれていな
かった項目は8と19であり、これらは生徒1人1人
の学び方に関わる項目である。つまり、「学びのユ
ニバーサルデザイン」（以下、UDL）に関連する項
目なのである。UDLとは、障害の有無にかかわらず、
すべての学習者の個人差に対処するために、はじめ
の段階から全ての学習者のニーズに合わせるようデ
ザインされた枠組みであり、「学習者がどう学ぶか」
といった、子ども達自身が学びのエキスパートにな
れるような支援をしていくことを目的としている。
川俣（2020）は、UDLは、「カリキュラム障害」
を探し出し、それを取り除くために、「オプション」
と呼ばれる複数の選択肢を学習者に用意し、学習者
自身が学習の「GOAL（目的）」と「WHY（なぜ
学ぶのか）」に基づいて、主体的にオプションを選
択するように働きかけ、学びのエキスパートを育て
ることが目的であると述べている。
本研究によって作成した「授業のユニバーサルデ
ザイン・スタンダード」によって「授業のユニバー
サルデザイン」のベースが出来れば、教師は生徒た
ち一人ひとりにとっての最適な学びを探ることが可
能となるだろう。中学校の教科指導（数学科）にお
けるUDLの具体的な取り組みとして渡邊（2020）
は、校内研修会で授業改善を進め、安易に4人組を
作らない、演習問題の量を増やす、プリント学習を
準備し、プリントの裏面に計算問題の解答例を載せ
るなどの方法を実践し、生徒が自己選択によって自
身の得意な方法で学べるように学習環境を変えた。
渡邊（2020）の実践では、生徒自身が学習の目的
に基づいて、自分の学び方を調整できるようになっ
たのである。
ユニバーサルデザインという方法で、すべての生
徒のすべての困り感を解決できるわけではないが、
教師は誰もが学びやすい授業を展開していくといっ
た強い意志を持ち、「授業のユニバーサルデザイン」
と「学びのユニバーサルデザイン」の両面から、生
徒とともに主体的に学び続けなければならないとい

える。
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